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第第三三回回      入入来来薪薪能能  （（清清経経））  
  

 舞台 

  
  
  
  
  
  
ププロロググララムム        
   



                                              2 
 
 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

島津修久氏による火入れ 
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島津修久氏による火入れ 

  舞舞台台  
 
 

 
 
 
 

 

見れば思いの乱れ髪 
平清経は豊前（大分県）の柳が浦で絶望して入水する。遺髪を届けられた妻は嘆き悲しむ。そこ

へ清経の霊が現れて、再会の誓いを果たせず自殺した苦悩、地獄にかれあいｓ落ちた苦しみを語り、

やがて成仏して消える。 
戦いによって切り裂かれた夫婦の愛情を切々と恨み深く描いた能は他にはないと言われている。 

 

 

 


